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フラワー長井線開業20周年記念特集②

平成19年度一般会計決算④
平成19年度介護保険決算⑥
平成21年度保育園児を募集します⑩
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ゴールまで、ラストスパート！　－　第43回白鷹若鮎マラソン大会開催
　９月21日、蚕桑小学校を主会場に、白鷹若鮎マラソン大会が開催されました。当日はあいにくの雨模様。しかし、薄暗い

天気の中で、黄金色の稲穂はひときわ鮮やかにコースを縁取り、その中をランナーたちが駆け抜けました。小学１年生から

70歳のかたまで幅広い年代の選手が参加。一人ひとりが思い思いのペースで走り、808人が見事完走しました。
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昭
和
63
年
10
月
25
日
、
山
形
鉄

道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
が
開
業
し
ま

し
た
。
以
来
20
年
間
、
赤
湯
〜
荒

砥
間
（
30
・
５
㎞
）
を
走
り
続
け
、

通
学
や
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、

山
形
新
幹
線
の
連
絡
手
段
と
し
て
、

置
賜
地
域
の
公
共
交
通
の
中
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
と
い
う
と
、
当
時
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
成
人
し
、
通
学
し

て
い
た
高
校
生
は
社
会
の
中
核
を

担
う
よ
う
に
な
り
、
通
勤
利
用
者

の
な
か
に
は
退
職
し
た
か
た
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
間
に
、
少
子
化
の
影
響
に
よ

り
通
学
定
期
利
用
者
は
落
ち
込
み
、

車
社
会
も
さ
ら
に
進
展
し
ま
し
た
。

山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
経

営
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
20
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
質
問
形
式
で
同
線
の
置

か
れ
た
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
１
．
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
？

Ａ
１
．
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

者
は
年
々
減
少
し
、
平
成
19
年
度

は
76
万
人
と
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
平
成
２
年
度
の

１
４
４
万
人
と
比
較
す
る

と
半
減
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
高
校
生
が
利
用
者
の

８
割
程
度
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
、
少
子
化

な
ど
の
影
響
で
さ
ら
に
厳

し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２
．
経
営
状
況
は
？

Ａ
２
．
利
用
者
が
減
る
こ

と
で
、
営
業
収
入
も
年
々

減
少
し
て
き
て
お
り
、
平
成
19
年

度
は
約
１
億
９
０
０
０
万
円
、
対

す
る
経
費
は
約
２
億
８
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
約
９
０
０
０
万
円
の

営
業
損
失
が
生
じ
て
い
ま
す
。
累

積
赤
字
も
平
成
19
年
度
末
で
、
約

２
億
６
０
０
０
万
円
に
も
上
り
、

非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
県
及
び
沿
線

２
市
２
町
で
財
政
支
援
を
し
て
も

な
お
、
２
６
５
０
万
円
（
た
だ
し

年
度
当
初
の
試
算
に
よ
る
）
の
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
会
社
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？

Ａ
３
．
運
営
会
社
で
あ
る
山
形
鉄

道
株
式
会
社
で
は
「
経
営
改
善
計

画
」
を
策
定
し
、
経
費
削
減
な
ど

の
企
業
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

経
営
の
第
一
義
は
乗
客
の
安
全
輸

送
で
あ
り
、
経
費
削
減
に
は
一
定

の
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
方
言
ガ
イ
ド
」

の
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
、

ま
た
旅
行
会
社
が
企
画
す
る
ツ
ア

ー
客
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き

た
こ
と
で
、
団
体
観
光
客
数
は
年

々
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ツ
ア
ー
客
４
０
０
人
の
乗
車
で
、

や
っ
と
定
期
通
学
者
１
名
分
（
１

年
間
）
の
運
賃
収
入
に
相
当
す
る

と
い
う
試
算
も
あ
り
、
高
校
生
の

減
少
を
観
光
客
だ
け
で
カ
バ
ー
す

る
こ
と
は
困
難
な
の
が
現
状
で
す
。

Ｑ
４
．
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
こ

れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、

わ
た
し
に
は
何
が
で
き
る
の
？

Ａ
４
．
と
に
か
く
乗
車
し
て
く
だ

さ
い
。
沿
線
２
市
２
町
の
住
民
約

10
万
人
が
年
に
あ
と
１
回
多
く
乗

車
す
る
だ
け
で
１
億
円
の
増
収
と

な
り
、
単
年
度
の
赤
字
は
解
消
さ

れ
ま
す
。

�
�
�
�
長
井
線
20
年
�
歩
�

昭
和
63
年
・
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長

　
　
　
　
　

井
線
開
業

            

平
成
元
年
・
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利

　
　
　
　
　

用
拡
大
協
議
会
」
発
足

　
　
　
　

・
白
兎
駅
開
業

平
成
４
年
・
山
形
新
幹
線
開
業

平
成
６
年
・
第
１
回
特
殊
回
数
乗
車

　
　
　
　
　

券
発
売

平
成
７
年
・
山
形
鉄
道
（
株
）
本
社

　
　
　
　
　

新
社
屋
竣
工

平
成
９
年
・
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
か
ら
フ
ラ

　
　
　
　
　

ワ
ー
長
井
線
へ
の
乗
り

　
　
　
　
　

入
れ
廃
止

　
　
　
　

・
列
車
集
中
制
御
装
置　

　
　
　
　
　

（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
使
用
開
始

平
成
10
年
・
10
周
年
記
念
事
業

平
成
14
年
・
あ
や
め
公
園
駅
開
業

▲長井駅ホームでの開業式典
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通
勤
、
買
い
物
、
病
院
へ
の
通

院
な
ど
の
利
用
の
ほ
か
、
職
場
や

地
域
の
懇
親
会
な
ど
で
貸
し
切
る

「
イ
ベ
ン
ト
列
車
」
も
好
評
で
す
。

　

「
支
援
は
し
た
い
が
、
な
か
な

か
乗
る
機
会
が
な
く
て
…
」
と
い

う
か
た
も
、
特
殊
回
数
乗
車
券
を

買
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
も
支
援

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
券
で
は

名
物
「
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
山
鉄
グ
ッ

ズ
も
購
入
で
き
ま
す
。

 

Ｑ
５
．
支
援
の
た
め
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
自
ら
汗
を
か
き
た

い
。

Ａ
５
．
平
成
20
年
３
月
に
沿
線
住

民
、
商
店
街
、
経
済
界
、
県
及
び

沿
線
自
治
体
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
愛

し
、
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
乗

車
啓
発
と
利
用
促
進
の
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
随
時
入
会
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
無
料
）。フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、

知
恵
と
汗
を
出
し
て
い
た
だ
け
る

か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

を
愛
し
、
守
る
会
」
事
務
局
（
山

形
鉄
道
株
式
会
社
内
・
☎
88

－

２

０
０
２
）

平
成
15
年
・
「
経
営
改
善
計
画
」
策

　
　
　
　
　

定

　
　
　
　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ラ
ワ

　
　
　
　
　

ー
長
井
線
を
つ
な
ぐ
会
」

　
　
　
　
　

発
足

平
成
16
年
・
映
画
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ

　
　
　
　
　

ー
ル
ズ
」
上
映

　
　
　
　

・
「
山
形
鉄
道
の
存
続
を

　
　
　
　
　

考
え
る
住
民
会
議
」
開

　
　
　
　
　

催

平
成
18
年
・
日
本
鉄
道
賞
、
特
別
賞

　
　
　
　
　

受
賞

　
　
　
　
　

利
用
拡
大
協
議
会
事
業

　
　
　
　
　

と
し
て
置
賜
３
市
５
町

　
　
　
　
　

の
取
り
組
み
始
ま
る

平
成
19
年
・
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の

　
　
　
　
　

利
用
促
進
を
考
え
る
住

　
　
　
　
　

民
会
議
」
開
催

　
　
　
　

・
四
季
の
郷
駅
開
業

平
成
20
年
・
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を

　
　
　
　
　

愛
し
、
守
る
会
」
発
足

　
　
　
　

・
20
周
年
記
念
事
業

フラワー長井線開業20周年記念イベント情報

開業20周年記念イベント　第１弾

10 ／３（金）からスタート !!

　今日はおもいっきり○○市町の日！

　フラワー長井線（赤湯駅～荒砥駅）特別ＰＲ列車

　を運行します。置賜地域の旬な観光物産情報が、

　フラワー長井線に乗れば一目でわかります。特産

　品の販売や試食などもあり、とってもお得な車両

　が走ります。

☆土日１日フリー切符（1000円）で、さらにお得です。

※限定企画のため、運行の変更などがありますので、

　実施内容はお問い合わせください。

開業20周年記念イベント　第２弾

10 ／ 17（金）18:30 ～　タスパークホテル

　記念講演会＆ Jazz　Live

　○講演者　荒木由季子山形県副知事　

　○演奏者　中西暁子（トランペット奏者）

　　映画「スウィングガールズ」で演奏された曲を

　　中心に。

　○参加費　無料　○定員　150人

■問い合わせ先
○総務政策課政策企画係（☎85-6123）
○山形鉄道株式会社（☎88-2002）

フラワー長井線まつり

●い　つ　10月19日（日）午前10時～午後２時30分

●会場と催し物
①荒砥駅

②長井駅
　長井高・長井工高・長井小学校吹奏楽演奏、よさ

　こいソーラン、ジャンケン大会、川窪大黒舞、影

　法師コンサート、電動カート、各種売店

③宮内駅
　南陽高校バンド演奏、錣泰山太鼓、子どもみこし、

　マーチングバンド、ミニＳＬ、各種売店など

☆当日終日ワンコインデイ
　この日は、全線片道100円となります。フラワー

　長井線に乗って、各会場へお越しください。

＊ＦＮの会会員は、会員証の提示で当日無料。

●臨時列車時刻

　赤湯駅発　10：07

　宮内駅発　10：13

　長井駅発　10：43

　蚕桑駅発　10：54

　鮎貝駅発　10：59

　四季の郷駅11：01

　荒砥駅着　11：04

荒砥高校 吹奏楽演奏 10：15

よさこいソーラン　（櫻鷹会） 10：50

ひがしね保育園 夢をかなえてドラえもん 11：15

あらと保育園　パラバルーン
11：45

あらと保育園学童　獅子舞・よさこいソーラン

フラダンス 12：10

ミニＳＬ運行・試乗、モーターカー試乗 終日

各種売店（地元商店ほか） 終日

▲高校生も提言した住民会議

※
こ
の
特
集
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
市
町
が
共
通
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
各
広
報
紙
に
掲
載
す
る
も
の
で
す
。



［           ］

［          ］

［      ］

［      ］

［       ］
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使ったお金は

70億9,681万円

歳入総額　74億2,825万円

町税
13億468万円

17.6％

その他
（自主財源）
8億5,570万円

11.5％

地方交付税
36億9,335万円

49.7％

国庫支出金
3億8,247万円

5.1％

町債
4億9,680万円

6.7％

その他
（依存財源）
3億4,777万円

4.7％

特別交付税
3億2,709万円

4.4％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億2,021万円  1.6

使用料及び手数料 5,284万円  0.7

財産収入 1,015万円  0.1

寄附金 230万円  0.0

繰入金 1億8,173万円  2.5

繰越金 3億1,319万円  4.2

諸収入 1億7,528万円  2.4

小　計 8億5,570万円 11.5

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 5億6,248万円  7.6

固定資産税 5億7,993万円  7.8

軽自動車税 3,600万円  0.5

たばこ税 7,093万円  1.0

入湯税 908万円  0.1

都市計画税 4,626万円  0.6

小　計 13億  468万円 17.6

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億3,119万円  1.8

利子割交付金 506万円  0.1

配当割交付金 597万円  0.1

株式等譲渡所得割交付金 169万円  0.0

地方消費税交付金 1億3,840万円  1.9

自動車取得税交付金 5,197万円  0.7

地方特例交付金 1,029万円  0.1

交通安全対策特別交付金 320万円  0.0

小　計 3億4,777万円  4.7

　

19
年
度
は
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
な
ど
に
よ
り
地
方
の

一
般
財
源
不
足
が
続
く
な
か
で
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

予
算
配
分
を
重
点
化
し
な
が
ら
、
終
盤
と
な
っ
た
第
４
次
白

鷹
町
総
合
計
画
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
度
よ
り
歳
入
総
額
で
０
・
５
％
、
歳
出

総
額
で
０
・
２
％
上
回
る
結
果
と
な
り
、
収
支
差
引
３
億
３

１
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
標
的
に
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
経
常
収
支
比

率
は
、
公
債
費
（
借
入
金
返
済
）
が
約
１
億
円
減
少
す
る
な

ど
分
子
と
な
る
経
常
経
費
は
減
少
し
た
も
の
の
、
分
母
に
影

響
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
（
臨
財
債
）
な
ど
が
そ
れ
以
上
に

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
93
・
０
％
（
＋
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
）

と
な
り
ま
し
た
。
借
入
金
関
係
の
指
標
と
な
る
起
債
制
限
比

率
は
、
公
債
費
減
少
の
影
響
に
よ
り
14
・
５
％
と
０
・
４
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
、
ま
も
な
く
基
準
と
な
る
14
％
を
下
回
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
町
民
税
で
個
人
分
が
税
源
移

譲
や
定
率
減
税
廃
止
の
影
響
な
ど
に
よ
り
＋
35
・
０
％
、
法

人
分
も
製
造
業
を
中
心
と
す
る
収
益
増
加
の
影
響
な
ど
に
よ

り
＋
14
・
０
％
と
な
り
、
全
体
で
は
＋
31
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
土
地
で
は
収
納
率
の
低
下
な
ど

か
ら
、
償
却
資
産
で
は
設
備
投
資
が
一
段
落
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
も
の
の
、
家
屋
で
伸
び
た
こ
と
か

ら
＋
０
・
２
％
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
＋
11
・
４
％
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
影
響
な
ど
で
＋
０
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
臨
財

債
や
所
得
譲
与
税
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
一
般
財
源
全
体
で

は
▲
０
．
６
％
、
約
３
２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
影
響
な
ど
で
増
加
、

県
支
出
金
も
参
院
選
の
影
響
な
ど
で
増
加
、
地
方
債
は
減
税

補
て
ん
債
の
皆
減
な
ど
で
減
少
し
、
繰
入
金
と
し
て
福
祉
振

興
基
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

決
算
を
総
じ
て
見
れ
ば
、
公
債
費
が
減
少
方
向
と
な
っ
た

こ
と
で
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
19

年
度
は
、
福
祉
振
興
基
金
の
活
用
な
ど
最
終
的
に
約
３
０
０

０
万
円
財
源
不
足
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
事
業
を
重
点
化
し
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＊
「
▲
」
は
減
少
（
マ
イ
ナ
ス
）

＊
歳
出
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
歳
出
を
見
て
み
る
と
」
を
参
照
。

平
成
19
年
度�

一
般
会
計

11億7,156万円
15.9％

8億6,743万円
11.8％

3億547万円
4.1％

5億1,250万円
6.9％

33億6,535万円
45.5％

3億1,984万円
4.3％

平成18年度
総額73億9,406万円

平成19年度
総額74億2,825万円

3億6,184万円
4.9％

36億8,519万円
49.8％

4億9,007万円
6.6％

普通交付税
33億6,626万円

45.3％

決 算

特別会計・事業会計
会　計　名 歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 126 万円 21 万円

下水道特別会計 11 億 6,461 万円 11 億 5,158 万円

国民健康保険特別会計 15 億 6,302 万円 14 億 6,785 万円

老人保健特別会計 17 億 6,138 万円 17 億 6,041 万円

農業集落排水特別会計 8,560 万円 8,404 万円

介護保険特別会計 13 億   934 万円 12 億 9,557 万円

水道事業会計＜収益的収支＞ 3 億 4,752 万円 2 億 9,702 万円

水道事業会計＜資本的収支＞ 7,427 万円 2 億 8,524 万円

病院事業会計＜収益的収支＞ 11 億 8,336 万円 11 億 8,290 万円

病院事業会計＜資本的収支＞ 1,500 万円 1 億 2,165 万円

訪問看護ステーション事業会計＜収益的収支＞ 3,668 万円 3,787 万円

合　計（一般会計を含む） 149 億 7,034 万円 147 億 8,116 万円

※万円未満は端数調整あり

県支出金
3億4,748万円

4.7％



［         ］
［         ］ ［       ］

［       ］

　　 広報しらたか　2008.10.10●5

歳出総額　70億9,681万円

人件費
13億8,101万円

19.5％

公債費
16億2,651万円

22.9％

扶助費
5億3,335万円

7.5％

物件費
6億5,299万円

9.2％

維持補修費
1億8,622万円

2.6％

補助費等
9億7,726万円

13.8％

投資的経費
5億7,406万円

8.1％

その他
11億6,541万円

16.4％

普通建設事業費
5億7,007万円

8.0％

災害復旧事業費
399万円
0.1％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 1億3,477万円  1.9

投資及び出資金、貸付金 7,869万円  1.1

繰出金 9億5,195万円 13.4

小　計 11億6,541万円 16.4

歳出を見てみると
　　区　分　　　　　金　　額　  　　　前年比（一人当たり金額）

●民生費　 15億  576万円　　 4.7％（92,839円）
　高齢者福祉では、地域包括支援センターを総合相談窓口として介護、医療、福
祉サービスの支援充実に努めたほか、高齢者虐待防止や認知症に対して、地域内
での見守り活動の基盤づくりを進めました。障がい者福祉では、「障がい福祉計画」
に基づくサービス提供や地域生活支援を行いました。子育て支援関係では、あゆ
かい保育園送迎バスの更新やよつば保育園の指定管理者制度への移行などを進め
ました。また、原油高騰対策として高齢者など低所得世帯に灯油購入費を助成し
たほか、介護保険、国民健康保険、老人保健特別会計への繰り出しも行いました。

●衛生費　  5億8,180万円     5.8％（35,872円）
　健康づくりでは、検診事業と事後指導の取り組み、健康教室などの開催、元気
ニコニコ推進会議の事業支援などを行いました。環境保全では、環境基本計画に
基づき、ごみの減量化・リサイクルの推進、廃食用油のＢＤＦ燃料化に向けた実
験事業、環境教育の推進、省エネルギービジョンの推進などに取り組みました。
また、生活環境の改善と水質保全に向け、合併浄化槽設置整備事業などを実施し
たほか、清流最上川を取り戻す活動として萩野地区から水質浄化の取り組みをス
タートさせました。このほか水道、病院事業会計などへの繰り出しも行いました。

●農林水産業費 2億9,284万円  △10.7％（18,055円）
　経営所得安定対策では、担い手33件、集落営農３件が加入申請を行い、面積の
カバー率は約３割となりました。農地・水・環境保全対策は３地区の保全協定が
締結され、農業用施設の保全活動などが行われました。産地づくり事業は、堆肥
の有効活用などにより安全安心の米づくりに努めました。中山間地直接支払制度
は、地域づくりと一体となった交付金活用となるよう研修会を開催し趣旨徹底に
努めました。原油高騰のなかで、冬期間における施設園芸への燃料費補助や省エ
ネルギー型農業機械の導入に対応しました。新たに導入された「やまがた緑環境
税」では、鮎貝教育の森の木道整備、ブナ植林による西田尻の里山整備、萩野川
の浄化運動を進めました。

●商工費    1億8,896万円　△25.6％（11,650円）
　商工会の育成や技術力向上への支援、白鷹サテライトオフィスとの連携による
企業誘致や受注拡大などに努めました。その結果、鮎貝土地区画整理事業地内へ
の企業誘致や新たな取引が始まるなどの成果がありました。商業では、「ゆ～し～
る」が行う子育て支援パスポート事業やマイバック運動と連動した町内消費拡大
を支援しました。観光交流では、ヤナ公園の２次整備が完了し、道の駅「白鷹ヤ
ナ公園・最上川あゆとぴあ」として登録されたほか、やまがた花回廊キャンペー
ンや観光４シーズン化事業の推進、サンシャイントライアルや深山工芸体験まつ
り、しらたか的音楽映画塾などの開催支援、グリーン・ツーリズムの研修などに
より交流人口の拡大に努めました。

●土木費　 10億6,648万円  　34.7％ （65,755円）
　町道赤坂深山線の調査設計をはじめ畔藤舘の内線や田尻笠松線の改良、生活関
連道路の整備などのほか、引き続き「協働のまちづくり公共土木施設整備事業」
を実施しました。国・県道では、国道２８７号荒砥拡幅が完了 ､黒滝橋付近の狭
隘区間整備の推進とともに、黒鴨鮎貝線など幹線道路網の整備に努めました。除
雪事業では、大型除雪機や歩道除雪機を更新しました。鮎貝まちづくり事業では、
拠点施設となる（仮称）白鷹町文化交流センターの工事着工、四季の郷駅と駅前
広場の完成、子育て支援のための四季の郷住宅団地整備工事の実施設計などを行
いました。

●教育費　　4億9,231万円   △4.1％ （30,357円）
　小・中学校の再編計画を踏まえ、平成19年４月から中山小学校を鷹山小学校
と統合し、中山地区にスクールバスを導入しました。また、蚕桑小学校のキュー
ピクルや西中学校の地下タンクの改修、共同調理場の自動フライヤーの更新など
を行いました。荒砥高校の活性化・存続に向けて、中学校連携推進事業や活性化
ビジョンの策定を行いました。生涯学習では、「生涯学習振興計画」に基づき、町
民が主体的に運営する「白鷹学講座」や地区公民館による講座などを開催しまし
た。また、鷹山小学校の児童を対象に「放課後子ども教室」を開設しました。ス
ポーツ面では、若鮎マラソン大会など各種スポーツ大会を開催したほか、町民プ
ール改築に向け基本構想などを策定しました。芸術文化面では、芸術祭や高玉芝
居の定期公演などを開催したほか、高岡区や山形工科短期大学校、荒砥高校の協
力を得て小四王原遺跡を解体復元しました。

●その他 　29億6,861万円   △7.4％（183,033円）
　総務費では、協働のまちづくりの推進をはじめ、長井線やバスなど交通対策、
広報公聴・情報化推進、交通安全・防犯対策、各種選挙、財政調整基金・減債基
金の積立などを行いました。消防費では、西置賜行政組合への常備消防負担金の
ほか防火水槽、小型動力ポンプなど施設等整備を行うとともに、自主防災組織の
組織化や地域防災計画の見直し、安全安心まちづくり条例制定などを行いました。
このほか議会費、労働費、災害復旧費、公債費（借入金返済）に使われました。

使われたお金

437,561円
前年比＋5,800円

納めていただいた町税

80,442円
前年比＋9,005円

地方交付税・国県支

出金・地方債など

町民一人あたりの金額は、平成20年3月31日現在の

町の住民基本台帳人口16,219人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

581,079円
前年比▲52,320円

377,555円
前年比▲1,866円

平成18年度
総額70億8,088万円

平成19年度
総額70億9,681万円

13億5,908万円
19.2％

17億3,544万円
24.5％

5億1,954万円
7.3％

6億6,050万円
9.3％

1億3,690万円
1.9％

9億2,668万円
13.1％

11億3,984万円
16.2％

4億9,178万円
6.9％

1億1,112万円
1.6％

6億290万円
8.5％

129億6,771万円

123億6,731万円

114億2,120万円

103億8,774万円

94億2,453万円

80億円

90億円

100億円

110億円

120億円

130億円

140億円

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

地方債(借入金)残高の推移
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サービスの種類 サービスの内容 支出額

特
定
高
齢

者
施
策

特定高齢者を対象とする介護予防事業
☆通所型介護予防事業、特定高齢者把
握事業

健診（生活機能評価）の結果、介護が必要になるおそれの高
い高齢者（特定高齢者）と判定されたかたを対象に、生活機
能の改善に向け通所サービスを利用いただき、要介護状態の
予防、重度化防止、状態の改善を行いました。

260 万円

一
般
高
齢

者
施
策

全高齢者を対象とする介護予防事業
☆介護予防普及啓発事業（生きがいデ
イサービス）、地域介護予防活動支援事
業（いきいきサロン）

通所により、運動や交流などを行い、運動機能の向上、口腔
機能の向上、栄養改善について学び、実践しました。また、
各地区で開催しているいきいきサロンへの講師の派遣や補助
を行いました。

971 万円

任
意
事
業

地域の実情に応じた独自の発想や創意
工夫を生かしたサービスを提供
☆家族介護教室、家族介護者交流事業、
在宅生活支援事業、地域生活あんしん
ネットワーク事業、おむつ支給事業、
介護者激励金事業、認知症高齢者見守
りネットワーク事業

要介護高齢者を介護している家族を対象とした介護教室や交
流会、単身・高齢者夫婦世帯のかたへのホームヘルパーの派
遣、短期的な施設サービスを提供しました。また、一人暮ら
しの高齢者等が緊急時に受信センターへ通報できる装置の設
置、おむつの支給、介護者への激励金の支給、認知症高齢者
の見守りネットワークづくりなどを行いました。

1,339 万円

地域支援事業費合計 2,570 万円

白
鷹
町
�

介
護
保
険

■地域支援事業、要介護申請等に関するお問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター（☎86－0112）

◆要介護等認定者数などの比較（事業年度平均）
前期高齢者 後期高齢者 要介護等 介護サービス サービス 居宅サービス 施設サービス

（65 ～ 74 歳） （75 歳以上） 認定者数 利用実人数 利用率 利用者数 利用者数

平成 19 年度 2,017 人 2,869 人 822 人 697 人 84.8% 509 人 191 人

平成 18 年度 2,084 人 2,813 人 826 人 710 人 86.0% 528 人 187 人

※同一月の居宅・施設両サービス利用者がいるため、介護サービス利用実人数と両サービスの合計人数は一致しません。

歳出：12億9,557万円 歳入：13億 935万円

平
成
19
年
度
決
算

　

平
成
19
年
度
の
白
鷹
町
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
13
億

９
３
５
万
円
、
歳
出
総
額
12
億
９

５
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
か

た
（
第
１
号
被
保
険
者
）
か
ら
町

が
直
接
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料

は
、
２
億
１
４
６
０
万
円
で
し
た
。

　

歳
出
の
う
ち
、
介
護
保
険
給
付

費
は
11
億
７
７
７
１
万
円
、
地
域

支
援
事
業
費
は
２
５
７
０
万
円
で

し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
仕
組
み
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
保
険
料

を
ご
負
担
い
た
だ
く
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
白
鷹

町
を
目
指
し
て
、
介
護
予
防
・
重

度
化
防
止
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆地域支援事業費の内訳
　お年寄りのかたが住み慣れた地域で元気に安心して生活できるように介護予防、あるいは介護者支援を
行う目的で次の事業に取り組みました。
　平成20年度も引き続き実施しています。利用を希望される場合はご連絡ください。

第1号被保険者
保険料

2億1,460万円
16.4％

国庫支出金
3億2,002万円

24.4％

支払基金交付金
3億6,707万円

28.0％

県支出金
1億8,157万円

13.9％

一般会計
繰入金

1億5,146万円
11.6％

その他
4,562万円

3.5％

繰越金
2,901万円

2.2％

給付費の内訳
施設サービス：5億4,585万円
居宅サービス：5億3,809万円
地域密着サービス型：2,233万円
高額介護サービス：1,529万円
特定入所者介護サービス費：5,442万円
審査支払手数料：  173万円

介護保険給付費
11億7,771万円

90.9％

その他
2,775万円

2.1％

基金積立金
1,804万円

1.4％

財政安定化基金拠出金
67万円
0.1％

総務費
4,570万円

3.5％

地域支援事業費
2,570万円

2.0％
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サービスの種類 サービスの内容
支出額

（　）内は施設サービス、
居宅サービスごとの比率

施
設
サ
�
ビ
ス

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが
入所し、介護などの日常生活の世話、機能訓練、
健康管理などが受けられます。

3億 4,644 万円
（63.5％）

5 億 4,585 万円

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーション
などを必要とするかたが入所し、医学的管理下
における介護・看護・リハビリテーションなど
が受けられます。

1億 6,828 万円
（30.8％）

介護療養型医療施設 長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療
養上の管理、看護、医学的管理下における介護
などの世話、リハビリテーションなどが受けら
れます。

3,113 万円
（5.7％）

居
宅
サ
�
ビ
ス

訪問介護 ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事な
どの介護を行います。

5,478 万円
（10.2％）

5 億 3,809 万円

訪問入浴介護 浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サー
ビスを行います。

547 万円
（1.0％）

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。 2,748 万円
（5.1％）

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを
行います。

199 万円
（0.4％）

通所介護（デイサービス） デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事
の提供などの介護が受けられます。

1億 5,114 万円
（28.1％）

通所リハビリテーション 介護老人保健施設などに通い、リハビリテーシ
ョンが受けられます。

7,513 万円
（14.0％）

福祉用具貸与 貸与の対象として定められた福祉用具の貸付が
受けられます。

3,023 万円
（5.6％）

短期入所介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームや老人保健施設などに短期
間入所し、入浴、排泄

せつ

、食事などの介護や機能
訓練が受けられます。

1億 1,388 万円
（21.2％）

居宅介護支援 ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマ
ネジメントを行います。（利用者負担なし）

5,781 万円
（10.7％）

居宅療養管理指導 医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や
指導を行います。

664 万円
（1.2％）

特定施設入所者生活介護 有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの
介護が受けられます。

508 万円
（0.9％）

福祉用具購入費
住宅改修費

保険対象となる福祉用具の購入や住宅改修を行
い、後で費用の９割を町から払い戻しを受けま
す（住宅改修は事前の申請が必要です）。

846 万円
（1.6％）

地
域
密
着
型

サ
�
ビ
ス

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症のかたが共同生活をする住居において、
入浴、排泄

せつ

、食事などの介護が受けられます。
858 万円

2,233 万円
認知症対応型通所介護 認知症のかたがデイサービスセンターなどに通

い、入浴、排泄
せつ

、食事などの介護が受けられます。
1,375 万円

そ
の
他

高額介護サービス費 １カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般
世帯は 37,200 円）を超えた場合、超えた分が払
い戻されます（払い戻しを受けるためには初回
時のみ申請が必要です）。

1,529 万円

7,144 万円

特定入所者介護サービス費 施設サービスなどを利用する際の食費及び居住
（滞在）費にかかる負担が重くならないよう、世
帯状況や所得状況などに応じて自己負担の限度
額が設けられます。施設が定めた食費及び居住
（滞在）費のうち、利用者は限度額までを負担い
ただきます。それを超えた分は介護保険から支
給されます（自己負担の限度額の適用を受ける
ためには申請が必要です）。

5,442 万円

審査支払手数料 介護サービス事業者からの請求等の審査・支払
いなどに関する事務を国保連合会に委託してお
り、その手数料を支払います。

173 万円

介護保険給付費合計 11 億 7,771 万円

■介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護保険係（☎86－0213）

◆介護保険給付費の内訳
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実質公債費比率の目標と実績
（単位：％）

計画初年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度 第６年度 第７年度 第８年度

(平成18) (平成19) (平成20) (平成21) (平成22) (平成23) (平成24) (平成25)

目　標 22.7 23.7 23.5 23.5 22.5 21.4 19.6 17.9
実　績 22.7 23.7 22.0
　※比率は各年度の前３カ年の平均数値

23.5
22.5

21.4

17.9

22.0

23.523.7

19.6

22.7

23.7
22.7

14

16

18

20

22

24

26

平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25

目 標

実 績

（％）

(年度)

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体

の
財
政
再
建
制
度
で
は
、
わ
か

り
や
す
い
財
政
情
報
の
開
示
や

早
期
是
正
機
能
が
な
い
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

財
政
指
標
を
整
備
し
て
そ
の
公

表
の
仕
組
み
を
設
け
る
と
と
も

に
、
財
政
の
早
期
健
全
化
及
び

財
政
の
再
生
並
び
に
公
営
企
業

の
経
営
の
健
全
化
を
目
的
と
し

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成

19
年
６
月
に
新
た
に
制
定
さ
れ
、

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
、

い
ず
れ
か
の
比
率
が
早
期
（
経

営
）
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
財
政
（
経
営
）
健

全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的
な

改
善
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
財
政
再
生
計

画
を
策
定
し
国
の
関
与
の
も
と

で
財
政
再
建
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

平
成
19
年
度
決
算
�
基
�
�
�
健
全
化
判
断
比
率
及
�

資
金
不
足
比
率
�
�
公
表
�
�
�

◆健全化判断比率について
比　率　名 本町の状況 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 －（赤字なし） 14.9 20.0

連結実質赤字比率 －（赤字なし） 19.9 40.0

実 質 公 債 費 比 率 22.0 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 135.0 350.0

◆公営企業における資金不足比率について

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示しています。
経営健全化基準は20.0％です。水道、町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計
とも、資金不足は発生していないため比率はありません。

「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」の
達
成
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
18
年
度
に
地
方
債
（
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の

借
入
金
）
が
許
可
制
か
ら
協
議
制
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
の

際
、
実
質
公
債
費
比
率
と
い
う
財
政
指
標
が
導
入
さ
れ
、
比

率
が
基
準
で
あ
る
18
％
を
超
え
た
こ
と
か
ら
地
方
債
の
許
可

団
体
と
な
り
、
地
方
債
の
借
入
許
可
を
受
け
る
た
め
に
平
成

18
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
の

達
成
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇実 質 赤 字 比 率 ：一般会計の実質赤字額が標準財政規模（※）に対してどれくらいかを示す比率です。
　　　　　　　　　　黒字のため比率はありません。
◇連結実質赤字比率：町のすべての会計を対象に、実質赤字額及び資金の不足額が標準財政規模に対して
　　　　　　　　　　どれくらいかを示す比率です。全会計とも黒字のため比率はありません。
◇実質公債費比率：町のすべての会計に加えて一部事務組合等の会計を対象に、借入金の返済額などが
　　　　　　　　　　標準財政規模に対してどれくらいかを示す比率です。地方債の許可団体となる基準
　　　　　　　　　　の18％を超えているため公債費負担適正化計画を策定し、比率を引き下げるための
　　　　　　　　　　取り組みを行っています。下記に掲載した公債費負担適正化計画の達成状況も合わ
　　　　　　　　　　せてご覧ください。
◇将 来 負 担 比 率 ：町のすべての会計、一部事務組合等の会計に加え、土地開発公社・第三セクターな
　　　　　　　　　　どを対象に、借入金の返済額や退職手当の追加負担、法人に対する損失補償など、
　　　　　　　　　　将来負担すべき実質的な負債が標準財政規模に対してどれくらいかを示す比率です。
　　　　　　　　　　標準財政規模に対して1.35年分の負債を抱えていることになります。

※標準財政規模とは一般財源の標準規模で、標準税収入額に普通交付税等を加算した額です。　　
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「入湯税」とは？
　入湯税は町内の温泉（鉱泉浴場）を利用した人が負

担する税金で、経営者が料金と一緒に徴収し、町に納

付します。この税は目的税として、環境衛生施設や鉱

泉源の保護管理施設・消防施設・観光施設などの整備

及び観光の振興などにその使い道が定められています。

　町内では２つの温泉施設が営業を行っており、平成

20年度は、約908万円の収入があり、支出として鉱泉

源の管理費に420万円、観光振興費に488万円を充て

ました。

　残念なことに入湯客が年々減少傾向にあり、平成19

年度は約８万5500人の利用がありましたが、約76万円

の減収となりました ｡

　寒さの増すこれからの季節、

心身とも温まりに、疲れを癒
いや

し

に、町内の温泉をぜひご利用く

ださい。

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する行
　事に参加する生徒等などは課税されません。

「都市計画税」とは？
　都市計画税は、都市計画法第59条の規定に基づく道

路・公園・下水道などの都市計画事業や土地区画整備

事業の費用に充てる市町村の税金です。

　平成19年度は、4,625万円の収入があり、公園・下

水道の整備に活用されました。

　白鷹町では、昭和54年から導入し、課税は町の条例

で定める都市計画区域内の用途区域にある土地と家屋

が対象となっており、税率は0.3％で、固定資産税と

あわせて賦課・徴収しています。

■問い合わせ　町民税務課　町税係（☎85－6133）

税   のまめ知識

町
職
員
�
人
事
異
動

　

大
滝
秀
昭
総
務
政
策
課
長
の
死

去
（
９
月
18
日
）
に
伴
い
、
10
月

１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
10
月
１
日
付
け

〔　

〕
は
前
職

総
務
政
策
課

○
課
長　

新
野
吉
彦
〔
健
康
福
祉

　

課
長
〕

健
康
福
祉
課

○
課
長　

鈴
木
み
ち
〔
健
康
福
祉

　

課
長
補
佐
（
子
育
て
・
介
護
支

　

援
担
当
）〕

○
課
長
補
佐
（
福
祉
・
健
康
推
進

　

・
介
護
支
援
担
当
）
中
村
裕
之

　

〔
健
康
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉
・

　

健
康
推
進
担
当
）〕

○
子
育
て
支
援
係
長

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
み
ち（
兼
）

選
挙
管
理
委
員
会

○
書
記
長　

新
野
吉
彦（
併
）

乾燥の時季、火災に気を付けましょう

◆平成20年秋季全国火災予防運動について

　11月９日から15日まで、秋季全国火災予防運
動が実施されます。火災の発生しやすい時季と
なりました。皆さん一人ひとりが火災予防の意
識を持ち、火災による死者・けが人の発生、財
産の損失を防ぎましょう。

◆西置賜地区で火災が多発しています

　西置賜地区での火災の発生件数は、昨年同期
比18件多い34件となっています（９月30日現在）。
火災はちょっとした不注意か
ら発生します。次のことに注
意して火災を発生させないよ
うにしましょう。
【注意点】
○暖房器具を使用する際は、点検をしてから使
　用しましょう。
○電気器具・配線は正しく使用しましょう。
＊たこ足配線はしない。配線の取り回しに注意
　し、家具などで踏みつけないようにするなど。
○たき火をする際は、消火用の水を準備し、そ
　の場から離れない。
○ガスコンロなどのそばを離れるときには、必
　ず火を消す。

◆機器の設置

　火災をいち早く発見するために、住宅用火災
警報器を設置しましょう。火を小さいうちに消
し止めるため、消火器の設置・維持管理を行い
ましょう。
※最近消火器や住宅用火災警報器の訪問販売が
　増えています。高額な値段で販売するという
　ケースが報告されています。訪問販売には注
　意してください。

■問い合わせ　西置賜行政組合
　　　　　　　消防本部予防課（☎88－1797）
　　　　　　　消防署（☎88－1212）
　　　　　　　消防署白鷹分署（☎85－5242）
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保育園児を募集します
平成21年度

�
保
育
園
入
所
対
象
児
童
�

　

家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
乳
幼
児
で
す
。
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申
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込
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方
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初
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�
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育
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�
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子
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場
合
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新
規
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込
書
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�
関
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類
�
保
育
園
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健
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福
祉
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育
�
支
援
係
�
受
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取
�
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�

�
必
要
事
項
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書
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�
書
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等
�
準
備
�
�
�
�
不
明
�
点

�
�
提
出
�
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�

�
期
日
�
�
健
康
福
祉
課
子
育
�
支
援
係
�
書
類
等
�
提
出

�
�
�

　

入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま

す
。
入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す

る
場
合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保

育
園
を
通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
に
転
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
期
間
に
忘

れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
こ
の
期
間
後
に
申
し
込
ま

れ
た
場
合
は
、
定
員
な
ど
の
都
合
に
よ
り
希
望
す
る
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

施設名 運営主体 定員 対象 保育サービス

こぐわ保育園 白　鷹　町 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育

あゆかい保育園 白　鷹　町 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

よつば保育園
社会福祉法人

白　鷹　会
90 0～5歳

時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育
※平成 21 年度から指定管理者による運営となります。

ひがしね保育園 白　鷹　町 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、
障がい児保育、一時保育

あらと保育園
社会福祉法人

白　鷹　会
150 0～5歳

時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、
一時保育

表１　募集内容と保育サービス

※対象児童年齢は、平成21年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、あらと保育園、よつば保育園（21年度以降）は午前７時～８時30分、午後５時～７時、そのほかの保育園は
　午前７時30分～８時30分、午後５時～６時30分となります。
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
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☆会員は･･･

　●利用会員（子育てのお手伝いを受けたいかた）
　　町内在住で、概ね小学校低学年以下の子どもの保護者
　●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　　町内在住のかた
　●両方会員
　　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。
☆援助の内容は･･･

　●保護者のやむを得ない事情により、子どもを預かる。
　●保護者の出勤・出張など仕事の都合で子どもを預かる。
　●保育園や学校までの送迎などを行う。
　　など･･･
☆利用料金

　援助を受けた後、利用会員が協力会員に支払います。
☆保険は･･･

　活動中の事故に備えて、財団法人女性労働協会を保険契
　約者とするファミリーサポートセンター補償保険に加入
　します。

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援センター（☎86-0212）

子育てを地域みんなで支えよう！

白鷹町ファミリー
サポートセンターを

ご利用ください

ファミリーサポートセンターとは
　子育てのお手伝いを受けたいかたと、子育て

を応援できるかたで構成される会員組織で、そ

の会員相互により子育ての援助活動を行います。

①
援
助
依
頼
申
し
込
み

③事前打ち合わせ・活動開始

④活動終了・活動報告書の作成
 サイン・確認印・報酬の授受

②
援
助
依
頼

⑤
活
動
報
告
書
提
出

白鷹町ファミリーサポートセンター

日時・場所・依頼内容
氏名・TELを確認

利用会員 協力会員

受付場所

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内）

☎ 86-0212
受付日時

10月14日（火）～31日（金）
午前８時30分～午後５時

※土・日・祝日を除く。月曜日は夜７時まで

表２　申し込みの受付日時と場所

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課

税世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税

非課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成20年度保育料

※１世帯から２人以上の児童が入所する場合は、第２子
　が半額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、
　第３子が10分の１の額となります。

問い合わせ

健康福祉課子育て支援係
　（健康福祉センター内・☎86－0212）

臨時保育士・保育助手を募集しています

　途中入所による入所児童数の増加などに対応するた
めに臨時保育士・保育助手を募集しています。
▼勤務地　町内の公立保育園
▼賃金
　①保育士（有資格）　時給760円
　②保育助手　時給725円
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務政策課に準備しています。
　＊町ホームページからもダウンロードできます。
▼採用　入所児童数により職員定数に不足が生じた段
階で随時採用（事前面接あり）
▼雇用期間　採用から当該年度末まで。（ただし、入所
児童数等により翌年度も勤務をお願いすることもあり
ます。）
＊書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録
名簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から
雇用します（名簿登録者全員が雇用されるものではあ
りません）。

■書類提出先　総務政策課総務係（☎85-6120）
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86-0212）
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浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て

｜

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
下
水
道
を

｜

　

広
報
し
ら
た
か
９
月
11
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

町
で
は
４
つ
の
事
業
で
下
水
道
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
す
で
に
事
業
が
終
了
し
、
公
共
下

水
道
事
業
は
平
成
20
年
度
で
管
の
埋
設
工
事
な
ど
が
ほ
ぼ
終

了
す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
整
備
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「浄化槽市町村整備推進事業」について（概要）

◆どんな制度

　河川などの生活排水による汚れを防ぎ、生活環境
の保全・向上を目的として、町が主体となって戸別
の住宅にそれぞれ浄化槽を設置し、町が維持管理を
行う事業です。
　設置を希望され一定の条件を満たすかたには、浄
化槽設置決定後に分担金を納入していただき、町が
設置工事を行います。
　設置後の使用に伴い必要な点検・法定検査・清掃
などの維持管理は町が行い、使用者には使用料とい
う形で費用を負担していただきます。設置用地は、
町が無償で借用する形となります。

◆対象地域は

　公共下水道事業及び農業集落排水処理事業区域以
外の町全域を予定しています。

◆いつからはじまるの

　平成21年４月から事業開始の予定です。

◆対象となる建物は

　個人の居住用の住宅（法人以外の店舗併用住宅を
　含む）
　＊工場・事務所などの事業用施設を除きます。

◆工事費用の負担区分は

　浄化槽本体の設置にかかる部分は分担金をいただ
き、町で施工します。それに伴う排水設備工事水洗
トイレ設置などに必要な費用は個人負担となります。

◆浄化槽設置工事の費用区分

◆放流先について

　生活排水の汚濁物質量は標準的に１人１日当たり
40㌘です。合併処理浄化槽で適正に処理することに
より、この汚れはわずか４㌘以下に減り、処理され
た水は公共用水路にそのまま放流しても良いとされ
ています。

合併処理浄化槽 マスマス マス マス

台所 フロ トイレ

境界

側溝

個　人 町（付帯工事を除く） 個　人

　

現
在
は
、
各
個
人
が
必
要
に
応

じ
浄
化
槽
を
施
工
設
置
し
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
も
個
人
が
管
理
す

る
補
助
事
業
（
個
人
設
置
型
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

か
ら
は
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
か

ら
設
置
後
の
維
持
管
理
ま
で
町
が

行
い
、
使
用
者
か
ら
使
用
料
を
い

た
だ
く
浄
化
槽
市
町
村
整
備
事
業

（
町
設
置
型
）
に
取
り
組
む
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■下水道・農業集落排水・浄化槽に関する
　お問い合わせ
　建設水道課下水道係（☎85－6138）

建
設
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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10
月
�
土
地
月
間
�
�

一
定
面
積
�
�
�
以
上
�
土
地
取
引
�
� 

�
�

届
出
�
必
要
�
�

届
出
�
契
約
後
�

  

�

�
週
間
以
内
�
�
�
�
�
�  

※
一
定
面
積
と
は
？

�
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 8,800 9,200 -4.3

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 8,950 9,500 -5.8

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 14,000 15,000 -6.7

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ニチロサンパック付近） 9,900 10,800 -8.3

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは総務政策課

政策企画係（☎85－6123）へ

どうぞ

◎
地
価
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査
と
は

�
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�
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土
地
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き
に
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ず
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調
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ま
し
�
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�
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日
現
在
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価
格
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�
�
�
�

�
�
後
�
地
価
動
向
�
考
慮
�
�

必
要
�
�
�
�
�
�

◎
地
価
調
査
結
果
は
�
町
役
場
で

簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
�

�

地
価
調
査
�
基
準
地
価
格
�
基

準
地
�
接
�
�
道
路
�
種
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�
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員
�
基
準
地
�
周
辺
�
土
地
利
用

状
況
�
�
�
詳
�
�
記
載
�
�
地

価
調
査
�
関
係
書
面
�
�
町
役
場

及
�
県
庁
�
�
�
�
�
�
簡
単
�

閲
覧
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
県
�
�
�
�
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�
�
内
容
�
公
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�

◎
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
は
�
売
買
等
の
取
引
を
す
る
場

合
は
届
出
が
必
要
で
す
�

�

市
街
化
区
域
�
�
�
�
�
�
�

市
街
化
区
域
以
外
�
都
市
計
画
区

域
�
�
�
�
�
�
�
都
市
計
画
区

域
以
外
�
区
域
�
�
�
�
�
�
万

�
以
上
�
土
地
�
売
買
�
�
�
行

�
場
合
�
�
契
約
�
結
�
�
後
2

週
間
以
内
�
届
出
�
必
要
�
�
�

�
�
買
�
主
�
必
�
町
�
総
務
政

策
課
�
�
届
�
出
�
�
�
�
�
�

平
成
20
年
度

地
価
調
査
結
果
�
�
�
�

　

９
月
19
日
に
県
か
ら
平
成
20
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調査区内宅地

山形県平均 -3.7 -4.5 -3.4 -3.6 -3.3

白鷹町平均 -5.1 -6.7 － -8.3 －

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権などの譲渡
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　９月21日から23日まで、深山地区で、し
らたか工芸体験まつりが開かれました。深
山和紙漉き、紅花染めをはじめ、和紙・ま
ゆ細工、エコキャンドル、バターづくりな
ど、地元の素材、自然を使った多彩な体験
コーナーが準備されました。訪れた人たち
は「子どもが夢中になる工芸がいっぱいで、
半日も楽しみました」と満喫した様子。ぶ
どうやいも煮などの味覚から風景まで、初
秋の深山を丸ごと味わえるおまつりでした。

手
�
足
�
�
�
�
�
口
�
楽
�
�
�
深
山
�
秋

�
�
�
�
工
芸
体
験
�
�
�

　９月21日から23日まで、ヤナ公園で、白
鷹鮎まつりが開催されました。22日には、
早朝から5000匹以上もの鮎がヤナにかか
り、まつりを盛り上げました。会場には町
内の特産品、地元下山地区の農産物などの
テントが並び、訪れた人たちはコンサート
や踊りを見て楽しみながら、焼きたての鮎
や旬の味覚を味わっていました。ヤナでは、
時折群れとなって揚がる鮎を捕まえて、は
しゃぐ子どもたちの姿が見られました。

県
内
外
�
�
�
万
�
�
�
�
人
�
来
場

第
32
回
白
鷹
鮎
�
�
�

　このほど、外国語指導助手（ＡＬＴ）と
してクリストファー・チャフィーさん（所
属：株式会社インタラック）が着任しまし
た。先生は、アメリカ・デラウエア州の出
身です。９月より町内の全小中学校で英語
指導にあたっていますので、よろしくお願
いします。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
先
生
�
着
任

　10月２日、白鷹自動車学校で、町交通安
全母の会主催の高齢者交通安全実践教室が
行われました。今回は鮎貝大町などが対象
で約90人が参加し、自転車の乗り方や反射
材の効果、交通ルールなどについて学びま
した。母の会の楽しい寸劇が披露されると、
参加者は終始笑いながらも、交通の危険性
や安全意識の大切さを実感していた様子で
した。これから夕暮れが早くなる時期、み
んなで交通安全に努めましょう。

�
年
寄
�
�
交
通
事
故
�
�
守
�
�

高
齢
者
交
通
安
全
実
践
教
室

諏す

わ訪
堰ぜ

き

施
設
め
ぐ
り

　

平
成
14
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
諏

訪
堰
施
設
め
ぐ
り
は
、
今
回
で
７

回
を
数
え
ま
し
た
。
東
根
小
学
校

４
年
生
を
対
象
に
、
諏
訪
堰
土
地

改
良
区
（
高
橋
恭
平
理
事
長
）
管

内
の
農
業
用
水
施
設
を
め
ぐ
り
、

開
削
４
０
０
年
の
諏
訪
堰
の
歴
史

に
ふ
れ
な
が
ら
、
児
童
た
ち
に
水

の
大
切
さ
や
食
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
26
日
、
諏
訪
堰
土
地
改
良

区
役
職
員
が
一
日
先
生
と
な
り
、

施
設
を
案
内
。
児
童
た
ち
は
普
段

は
入
れ
な
い
頭
首
工
や
揚
水
機
場
、

排
水
機
場
の
内
部
を
興
味
深
げ
に

見
学
し
、
身
近
に
流
れ
る
諏
訪
堰

の
大
切
さ
や
そ
の
歴
史
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
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第
16
回
東
北
学
生
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
結
果

９
／
23　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
周
辺
コ
ー
ス

東
北
福
祉
大
が

２
年
連
続
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

●
男
子
（
８
区
間
71
㌔
）８

校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

２
位　

東
北
大
学

３
位　

福
島
大
学

●
女
子（
５
㌔
上
位
６
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

５
校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

２
位　

福
島
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

３
位　

仙
台
大
学

山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
西
中
学
校
の
作
品

が
山
形
県
教
育
長
賞
を
受
賞

　

「
第
58
回
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
西
中

学
校
の
佐
藤
惠
美
さ
ん
（
３
年
）、

齋
藤
吉
治
く
ん（
１
年
）、
神
林
匠

く
ん
（
１
年
）
に
よ
る
「
中
学
生

の
食
生
活
in
山
形
」
が
見
事
山
形

県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

＊
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
展
さ
れ

　

ま
す
。

蚕
桑
小
児
童
が
施
設
に
車
い

す
を
寄
贈

　

９
月
９
日
、
蚕
桑
小
学
校
の
児

童
が
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
白

鷹
あ
ゆ
み
の
園
」
に
車
い
す
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
毎
年
、

ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
児
童
の

家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の

皆
さ
ん
か
ら
も
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
日
は
、
児
童
代
表
の

６
年
生
、
高
橋
和
希
く
ん
と
矢
嶋

実
侑
さ
ん
が
施
設
を
訪
れ
、
４
月

か
ら
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
換

金
し
、
購
入
し
た
車
い
す
１
台
を

贈
り
ま
し
た
。
二
人
は
「
お
年
寄

り
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で

贈
り
ま
し
た
。
大
切
に
使
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
14
回
白
鷹
紅
花
ま
つ
り
紅
花

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

・
安
久
津
重
彦
（
菖
蒲
）

　

「
紅
花
の
里
し
ら
た
か
」

◆
特
選

・
田
中　

二
男
（
山
形
市
）

　

「
花
摘
み
猫
の
手
隊
」

◆
入
選

・
千
葉　
　

恵
（
仙
台
市
）

　

「
白
鷹
町
の
紅
花
」

・
小
角　

研
一
（
荒
砥
乙
）

　

「
紅
花
街
道
の
小
学
生
」

・
新
井　

英
二
（
十
王
）

　

「
紅
色
に
誘
わ
れ
て
」

　９月14日、敬老の日（15日）にちなみ、
フラワー長井線「長生き列車」が運行され
ました。山形鉄道が初めて企画し、遠くは
仙台市からも参加。荒砥駅で開催された物
産展では、参加者が出店者のお母さんたち
と笑顔で言葉を交わしながら、新鮮な野菜
や果物を買い求めていました。また、ボラ
ンティアスタッフとして加わった東中の生
徒の皆さんが、パンフレット配布や駅内の
資料館案内でお客様をおもてなししました。

�
�
�
�
�
�
�

長
生
��
長
井
行
�
�列
車
�出
発

　10月２日、鮎貝小３年生がりんごの葉摘
み、模様入れを行いました。鮎貝堰土地改
良区（小口祐一理事長）がりんごの摘果か
ら収穫までの農作業を子どもたちに体験し
てほしいと毎年開催。この日は、一人ひと
りがデザインしたシールをりんごに貼り、
模様がはっきり浮き出るように葉摘みも行
いました。また、隣接する大豆畑では、鮎
貝小６年生が大豆の収穫を行い、ゆでたて
の大豆が振舞われました。

農
作
業
�
喜
�
�
実
感

小
学
生
�
�
�
�
�
葉
摘
�
�
模
様
入
�
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平
成
20
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

◆
最
優
秀
賞

　

横
山　

夏
帆
（
東
中
１
年
）

「
変
え
ら
れ
る　

茶
の
間
の
愚

　

痴
よ
り　

そ
の
１
票
」

◆
優
秀
賞

　

塚
田　

凜
聖
（
荒
砥
小
２
年
）

「
え
ら
ぼ
う
よ　

す
て
き
な
町
を

　

つ
く
る
人
」

　

鈴
木　

結
衣
（
鮎
貝
小
５
年
）

「
選
挙
に
は　

未
来
を
変
え
る　

　

力
あ
り
」

　

梅
津　

佑
太
（
東
中
１
年
）

「
そ
の
一
票　

未
来
の
パ
ズ
ル
の

　

ワ
ン
ピ
ー
ス
」

　

佐
藤　
　

謙
（
東
中
２
年
）

「
投
票
す
る
人
さ
れ
る
人　

願
い

　

は
１
つ　

明
る
い
未
来
」

　

小
林　

佑
介
（
西
中
３
年
）

「
国
の
未
来　

そ
の
一
票
が　

決

　

定
打
」

　

小
口　

眞
衣
（
荒
砥
高
１
年
）

「
面
倒
だ　

そ
ん
な
言
葉
じ
ゃ　

　

す
ま
さ
れ
な
い
」

◆
入
選

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

大
武　

和
生
（
荒
砥
小
１
年
）

　

川
村
た
け
し
（
荒
砥
小
２
年
）

　

青
木　

彩
音
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

大
嶋
ゆ
う
太
（
蚕
桑
小
３
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

迎
田　

崚
真
（
荒
砥
小
５
年
）

　

横
川　

直
希
（
荒
砥
小
５
年
）

　

長
谷
部
陽
香
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

小
林
祐
一
郎
（
蚕
桑
小
６
年
）

●
中
学
１
年
の
部

　

小
口　

直
人
（
西
中
）

　

古
瀬　

峻
人
（
西
中
）

　

佐
藤　

涼
香
（
西
中
）

　

熊
谷　

将
貴
（
東
中
）

●
中
学
２
年
の
部

　

村
上　
　

遥
（
西
中
）

　

髙
橋　

彩
華
（
西
中
）

　

梅
津　

亜
美
（
東
中
）

　

長
谷
川
和
音
（
東
中
）

　

五
十
公
野
愛
香
（
東
中
）

　

舩
山　

里
穂
（
東
中
）

●
中
学
３
年
の
部

　

五
十
嵐
安
世
（
西
中
）

　

上
田　

幸
祐
（
東
中
）

　

新
宮　

大
史
（
東
中
）

　

髙
橋
あ
か
ね
（
東
中
）

　

奥
山
奈
々
江
（
東
中
）

●
高
校
の
部

　

梅
津
亜
莉
沙
（
荒
砥
高
１
年
）

　

菊
地　

愛
美
（
荒
砥
高
１
年
）

　

新
野　

孝
幸
（
荒
砥
高
２
年
）

　

大
木　

飛
香
（
荒
砥
高
３
年
）

平
成
20
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

【
町
審
査
】

◆
入
選

　

中
川　

真
希
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

佐
藤　

孝
哉
（
蚕
桑
小
５
年
） 　

田
苗
里
佳
子
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

橋
本　

美
穂
（
東
根
小
６
年
）

　

小
形　

美
咲
（
東
根
小
６
年
）

　

鈴
木　

麻
由
（
東
中
２
年
）

　

影
澤
保
奈
美
（
東
中
３
年
）
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順
位

氏名
(団体はチーム)

住所・所属 タイム

ハーフマラソン　一般の部

1 沼澤　伸壽 白鷹町 1:14:55

2 紺野　　崇 白鷹町 1:15:48

3 伊藤　利史 白鷹町 1:15:51

4 五十峯大貴 白鷹町 1:16:52

5 山口　健司 天童市 1:17:36

6 鎌田　　学 新潟県阿賀野市 1:17:42

10 マイル　一般の部

1 駒津　普司 長井市 0:58:37

2 三上　剛正 東京都北区 0:58:44

3 鈴木　祐二 上山市 0:59:05

4 佐藤　宏之 東根市 1:00:00

5 早坂　義行 寒河江市 1:01:33

6 髙橋　哲也 東根市 1:03:14

10 km　高校の部

1 鈴木　啓史 山形南高ｽｷｰ部 0:42:55

2 野間　一樹 山形南高ｽｷｰ部 0:43:06

3 阿部　優介 山形南高ｽｷｰ部 0:43:19

4 伊藤　大和 山形南高ｽｷｰ部 0:44:35

5 伊藤明日香 山形南高ｽｷｰ部 0:45:54

10 km　高校の部（団体）

1 山形南高ｽｷｰ部 2:53:55

10 km　一般の部

1 有澤　英司 山形市 0:32:26

2 林　　幸則 長井市 0:33:52

3 鈴木　智彦 朝日町 0:34:18

4 長岡　輝喜 朝日町 0:34:53

5 安藤　秀也 朝日町 0:36:56

6 斉藤　孝之 上山市 0:37:15

５km　中学男子３年の部

1 紺野　圭汰 白鷹東中学校 0:17:10

2 菅野　　統 長井南中学校 0:17:21

3 髙橋　謙也 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:17:42

4 髙橋　郁人 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:17:57

5 遠藤　翔太 長井南中学校 0:18:07

6 鈴木　貴弘 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:18:52

５km　中学男子３年の部（団体）

1 白鷹東中学校 1:59:20

2 米沢Ｊ r. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 2:00:19

５km　女子の部

1 小細沢邦子 鶴岡市 0:20:36

2 伊藤　和子 福島県郡山市 0:22:32

3 田中　久美 寒河江市 0:22:38

4 矢嶋　真弓 白鷹町 0:22:39

5 近田　沙稀 九里学園高校 0:22:57

6 石川さつき 鶴岡市 0:22:57

５km　壮年男子の部

1 金子　正美 西川町 0:17:16

2 金子　　茂 山形市 0:17:24

3 岩田　安司 中山町 0:19:31

4 秋葉　好幸 山形市 0:19:44

5 梅津　稔浩 白鷹町 0:19:54

6 阿部　貴央 鶴岡市 0:20:27

３km　中学男子１・２年の部

1 布施　学人 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:10:18

2 髙野　　光 白鷹西中学校 0:10:23

3 遠藤　健史 長井南中学校 0:10:34

4 梅津　紘仁 長井南中学校 0:10:35

5 中村　剛大 山形第六中学校 0:10:36

6 平　伊武貴 長井北中学校 0:10:39

３km　中学男子１・２年の部（団体）

1 白鷹西中学校 1:08:08

2 長井北中学校 1:11:14

３km　中学女子の部

1 髙橋　彩花 白鷹東中学校 0:10:28

2 秦　　七海 長井南中学校 0:10:41

3 鈴木　仁美 山形第六中学校 0:10:48

4 渡辺　志保 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:11:04

5 梅津　望美 長井南中学校 0:11:07

6 髙橋あかね 白鷹東中学校 0:11:09

３km　中学女子の部（団体）

1 山形第六中学校 0:45:57

2 長井南中学校 0:46:23

3 ＥＴジュニア 0:49:04

4 白鷹西中学校 0:49:43

5 米沢Ｊ r. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:50:05

6 長井北中学校 0:54:27

２km　一般の部

1 広川　　明 白鷹町 0:08:05

2 高橋　昌哉 高畠町 0:08:08

3 小林　幸一 白鷹町 0:08:10

4 西村　義文 南陽市 0:08:20

5 松下　友彦 白鷹町 0:08:29

6 船山　浩二 白鷹町 0:09:34

２km　小学１年の部

1 渡部　　蓮 叶水小学校 0:09:15

2 菅原　玲奈 きのと小学校 0:10:11

3 鈴木　絃太 荒砥小学校 0:10:11

4 大嶋　晃生 蚕桑小学校 0:10:13

5 国谷　莉那 鷹山小学校 0:10:25

6 遠藤　幸登 東根小学校 0:10:31

２km　小学２年の部

1 中嶋　遥人 荒砥小学校 0:08:48

2 髙橋　拓海 東根小学校 0:08:54

3 菊地　亜朗 宮内走ろう会 0:09:09

4 黒澤　崚真 東根小学校 0:09:10

5 相澤　宏有 宮内走ろう会 0:09:14

6 廣居　舜佑 鮎貝小学校 0:09:16

２km　小学３年の部

1 細谷　翔馬 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:07:59

2 額田　真衣 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:03

3 西村　諒介 宮内走ろう会 0:08:11

4 小林　拓海 チーム コバヤシ 0:08:12

5 梅木　　海 かもしか RC 0:08:35

6 最上　弘登 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:36

２km　小学４年の部

1 鈴木　渓太 米沢ｼ゙ ｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌ゙ 0:07:41

2 梅木　　陸 かもしか RC 0:07:55

3 五十嵐茜音 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:22

4 押切　剛大 荒砥小学校 0:08:24

5 本多　直人 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:27

6 荻野　雄輝 山形第六小学校 0:08:28

２km　小学５年の部

1 荒木　俊太 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:07:36

2 竹田　裕道 鷹山小学校 0:07:54

3 佐藤　拓実 長井小学校 0:07:54

4 五十峯宏治 荒砥小学校 0:07:58

5 紺野　蒼天 東根小学校 0:08:00

6 布川　怜菜 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:10

２km　小学６年の部

1 小野　優都 叶水小学校 0:07:16

2 五十公野聖也 荒砥小学校 0:07:21

3 小林　祐仁 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:07:26

4 広川　夕季 荒砥小学校 0:07:29

5 押切　紀之 荒砥小学校 0:07:32

6 菅間　伶史 東根小学校 0:07:39

第43回白鷹若鮎マラソン大会
入賞者と記録

９月21日　日本陸上競技連盟公認コース

（蚕桑小学校スタート・ゴール）
全選手と記録は町ホームページに掲載しています。



白鷹町のみそ汁の塩分測定状況
年　 度 平成 15 平成 16 平成 17

0.8% 以下の割合 63.90% 45.70% 40.40%

※平成 17 年度から、 より信頼性のあるデジタル測定器に変更しました。
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎心もいきいき働き盛りの健康づくり～若さを保つ元気な暮らし

　正しい生活習慣を知り実施する－みそ汁の塩分濃度0.8％以下

　　計画策定時　　  　　　 現状（平成19年度）　　　目標（平成22年度）

57.1% 40.4%

※計画策定時は平成14年度実績を基に算出しました。
※0.8％のみそ汁一杯（150㏄）の塩分量＝1.2ｇ

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

塩
分
は
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
！「
古
く
て
新
し
い

課
題
」
で
す
。
以
前
は
塩
分
と
い
う
と
み
そ
汁
、
漬
物
、

煮
物
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食
品
か
ら
の
摂
取
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
分
測
定
の
結
果
か
ら
も
、
い
か
に
嗜し

好こ
う

を

変
え
る
こ
と
が
難
し
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。
食
の
有
り

様
が
変
わ
っ
て
も
、
減
塩
運
動
は
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

薄
味
に
心
が
け
る
こ
と
、
食
品
の
選
び
方
や
手
づ
く

り
の
大
切
さ
な
ど
を
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
元
気
ニ
コ

ニ
コ
推
進
会
議
の
か
た
と
共
に
学
習
し
、
地
域
に
広
め

て
い
き
ま
す
。
家
族
で
意
識
し
減
塩
を
声
が
け
し
ま
し

ょ
う
。・・・塩分について・・・

　食塩摂取量　目標は１日10ｇ未満（男性）

　　　　　　　　　　１日８ｇ未満（女性）

あなたもこんな食事をしていませんか？

〔ある日の献立〕

　１食で塩分7.2ｇ

・ごはん

・みそ汁（１％・150cc）1.5ｇ

・甘塩鮭１切れ（55ｇ） 3.2ｇ

・なす漬け２個（50ｇ） 2.5ｇ

　おいしく減塩しましょう！

■お問い合わせは、健康推進係（☎86－0210）まで

健康のひろば

70.0%

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

高
血
圧
、
脳
卒
中
、
胃
が
ん
予
防
と
し
て
減
塩
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

０
・
８
％
の
み
そ
汁
の
試
飲
や
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
測

定
、
蓄
尿
か
ら
の
塩
分
摂
取
量
測
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
か
た
は
毎
年
、
み
そ
汁

塩
分
測
定
を
町
内
全
域
で
実
施
し
て
お
り
、
継
続
は
力
な

り
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
減
塩
の
食
事
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
で
は
、
食
育
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
「
減
塩
の
大
切
さ
」
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

中間評価

目指せ！
目標70.0％

白鷹町が置賜地域で低いということは「健康づくり
推進員が毎年継続的に塩分測定に取り組んでいるこ
とによって意識が高いから」と評価されました。

置賜地域のみそ汁塩分測定値

１酸味や香辛料の利用
２具だくさんみそ汁
３漬物、佃煮は少なめに
４昆布や煮干などのだし
　を効かせる
５麺類の汁を残す
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　１歳児のＮちゃん。得意な歌は「ハッ

ピーバースデイ」。今日も♪ディア○○ち

ゃん♪とその場にいた人の名前を順番に

歌っていきました。でも名前のわからな

い人がその中に…ちょっと考えて、「♪ハ

ッピーバースデイ　ディア　こーれ！ハ

ッピバースデイ　ツー　ユウ♪」と知ら

ない人のためにも歌ってくれるＮちゃん

でした。とっさの応用力に拍手！ 

あらと保育園

佳
作　

毎
日
の
茄な

す子
の
漬
け
物
ま
だ
飽
き
ず　
　
　

森　

合　

佐
藤　

仙
一

〃　
　

収
穫
期
一
家
総
出
で
大
わ
ら
わ　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

直
売
所
朝
市
完
売
汗
の
花　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　
　
　

収
穫
の
喜
び
想
う
種
を
ま
く　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

笛
太
鼓
収
穫
の
秋
村
祭
り　
　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

古
里
の
秋
を
届
け
る
宅
配
で　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

豊
作
の
感
謝
を
載
せ
て
祭
笛　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

豊
穣じ

ょ
う

を
願
う
大
地
に
鍬
を
入
れ　
　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

初
生な

り
は
孫
に
穫
ら
す
と
決
め
て
い
る　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

さ
さ
や
か
な
初
収
穫
は
仏
壇
に　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

収
穫
を
祈
り
種
ま
く
玉
の
汗　
　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

老
い
て
尚
二
人
三
脚
な
す
き
ゅ
う
り　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

秀
逸　

舞
茸
は
一
人
占
め
す
る
夢
を
見
た　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

収
穫
の
笑
顔
が
光
る
黒
い
腕　
　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

収
穫
祭
餅
を
ほ
お
ば
る
子
の
笑
顔　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

収
穫
を
脳
裏
に
描
き
種
子
を
ま
く　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

経
験
が
収
穫
で
き
た
智
恵
の
功　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

一
粒
に
託
す
収
穫
命
綱　
　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

短
日
を
家
族
総
出
で
稲
を
刈
る　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

収
穫
は
天
地
の
恵
み
老
い
笑
顔　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

初
出
荷
両
手
合
わ
せ
て
送
り
出
す　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

収
穫
は
汗
と
努
力
の
積
み
重
ね　
　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

五
客　

収
穫
を
夢
見
る
子
等
も
土
に
萌
え　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

子
供
達
野
菜
収
穫
生
き
生
き
と　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

節
く
れ
た
手
に
収
穫
の
笑
い
顔　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

収
穫
に
親
子
の
会
話
新
鮮
に　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

愛
情
に
応
え
て
黄
金
の
穂
が
揺
れ
る　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

人
位　

収
穫
の
喜
び
汗
と
分
か
ち
合
う　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

地
位　

収
穫
を
喜
び
明
日
へ
夢
が
湧
く　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

天
位　

収
穫
を
手
に
取
り
土
と
語
る
老
い　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

軸　

孫
の
背
と
笑
う
田
ん
ぼ
に
お
辞
儀
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

草　

路

次
回　

「
時
」
十
月
末
日
ま
で
。「
隙
間
」
十
一
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

収
穫　
　
　

梅
沢　

草
路　

選

だれの誕生日？

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
五
法
則

感
情
残
像
の
法
則

感
情
�
敏
感
�
世
界
�
生
�
�

　

自
分
が
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、

行
動
し
た
こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ
ま

す
が
、
感
情
の
世
界
は
残
像
と
し

て
か
な
り
長
時
間
し
っ
か
り
と
保

た
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
感
情
残
像

の
法
則
」
で
す
。
事
実
関
係
は
忘

れ
て
も
、
感
情
の
生
々
し
さ
は
残

さ
れ
、
い
わ
ば
感
情
に
敏
感
な
世

界
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
は
、
家
族
か
ら

ど
ん
な
に
教
え
ら
れ
て
も
そ
の
内

容
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
自
分
と
し

て
は
身
に
覚
え
の
無
い
こ
と
で
う

る
さ
く
注
意
さ
れ
た
こ
と
、
理
不

尽
に
叱し
か

ら
れ
た
こ
と
へ
の
不
愉
快

さ
、
恐
怖
、
腹
立
ち
と
言
っ
た
悪

い
感
情
だ
け
残
り
ま
す
。
特
に
、

熱
心
に
介
護
し
て
い
る
人
ほ
ど
そ

う
し
た
悪
い
感
情
の
対
象
と
な
り

や
す
い
た
め
、
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
介
護
者
の
戸
惑
い
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
る
の
は
悪
い
感
情

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い

感
情
も
残
り
、
自
分
を
認
め
、
優

し
く
接
す
る
相
手
に
は
穏
や
か
な

感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

介
護
者
と
し
て
は
、
説
明
よ
り
も

共
感
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
な

が
ら
接
す
る
と
、
よ
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
�
�

�
�
�
�
�
活
用
�
�
�
�
�

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
認
知
症
の
か
た
の
見

守
り
、
声
が
け
に
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。「
こ
の
ご
ろ
物
忘
れ
を
し
て

心
配
だ
」「
道
が
わ
か
ら
な
く
な
り

無
事
に
家
に
帰
れ
る
か
心
配
だ
」

な
ど
、
地
域
で
お
年
寄
り
の
見
守

り
を
し
て
ほ
し
い
か
た
は
、
気
軽

に
ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　２歳児のクラスで“防災”についての

紙芝居を読んでいました。

保育士「逃げるときにリュックにいれて

　　　いくものは、ロープ・おみず・ラ

　　　ジオ・懐中電灯…」

Ａくん「えっ、かいじゅうべんとう ??」

それからしばらく「怪獣弁当」の話で盛

り上がる子どもたちでした。

懐中電灯
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催　し

第
32
回
農
業
祭
�
集
�
�
�

�
�
�
�
地
産
地
消
�
日

　

お
得
な
白
鷹
産
米
沢
牛
肉
の
販

売
、
自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
農

産
物
や
資
材
な
ど
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
今
年
も
振
る
舞
い
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
ま
す
。
人
数
限
定
と
な

り
ま
す
が
お
楽
し
み
に
。
大
好
評

「
ち
び
っ
子
力
自
慢
。
俵
あ
げ
競

争
！
」
も
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
土
）
午
前

９
時
10
分
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決

行
）

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前

▼
内
容

①
農
産
物
直
売
フ
ェ
ア
（
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

地
元
の
新
鮮
で
安
全
安
心
の
野

菜
や
果
物
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

②
も
ち
つ
き
だ
〜
い

　

１
回
目　

午
前
10
時
30
分
〜

　

２
回
目　

午
前
11
時
30
分
〜

　

３
回
目　

昼
12
時
30
分
〜

③
そ
ば
ま
つ
り

（
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

＊
直
売
店
で
お
買
い
物
ご
と
に
抽

　

選
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
３
枚

　

で
１
回
抽
選
が
で
き
ま
す
。

＊
町
内
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
を
餅

　

つ
き
に
ご
招
待
し
て
い
ま
す
。

　

餅
も
振
舞
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店

（
☎
85

－
２
１
２
１
）、産
業
振
興

課
農
業
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２

７
）

愛
染
明
王
例
大
祭

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

愛
染
明
王
堂

※
午
前
８
時
30
分
に
役
場
前
か
ら

車
が
出
ま
す
。
乗
車
を
希
望
す
る

か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

映
画
�
�
�
�
�
in
�
�
�
�

上
映
会

　

知
的
障
が
い
者
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
選
手
た
ち
が
世

界
に
挑
ん
だ
「
も
う
ひ
と
つ
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
の
映
画
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　

②
午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

長
井
市
西
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料

　

前
売
券　
　

８
０
０
円

　

当
日
券　

１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
社
会
福

祉
事
業
団
職
員
労
働
組
合
（
☎
０

２
３
８

－

46

－

２
０
９
６
）

米
良
美
一
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
井
認

証
20
周
年
記
念
事
業
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
15
日
（
土
）
午
後

４
時
30
分
〜
（
午
後
４
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自
由
）

　

前
売
券　

３
５
０
０
円

　

当
日
券　

４
０
０
０
円

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
、
長
井
市
民
文
化

　

会
館
、
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、

　

八
文
字
屋
長
井
店
、
当
会
会
員

　

が
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
／

菊
地
（
☎
88

－

２
１
５
０
）、鈴
木

（
☎
84

－

５
４
３
６
）

�
�
�
�
産
業
�
企
業
�
就
職

�
�
�
�
�
�
東
京
�
集
結
�

山
形
�
優
良
企
業
�

　

県
内
外
に
進
学
し
た
皆
さ
ん
の

県
内
企
業
へ
の
就
職
を
応
援
す
る

企
業
説
明
会
で
す
。
企
業
ブ
ー
ス

ご
と
に
製
品
展
示
や
企
業
説
明
・

専
門
家
に
よ
る
就
職
相
談
を
行
い

ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
６
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
台
東
館
４
階

▼
参
加
対
象　

就
職
活
動
時
期
を

迎
え
る
大
学
３
年
生
、
短
大
、
専

門
学
校
生
（
将
来
の
た
め
に
企
業

研
究
を
し
た
い
と
い
う
１
年
生
も

来
場
で
き
ま
す
）

※
山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
参
加

企
業
や
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
詳
細
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
雇
用
労

政
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

３
７
５
）

第
�
回
�
�
推
進
全
国
大
会

【
３
Ｒ
推
進
全
国
大
会
式
典
】

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
金
）
午
後

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
大
会
議
室

▼
内
容　

環
境
大
臣
表
彰
ほ
か
、

東
大
総
長
小
宮
山
宏
さ
ん
、
俳
人

黛
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど

【
や
ま
が
た
環
境
展
】

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
金
）
〜
26

日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ▼
内
容　

３
Ｒ
関
連
製
品
や
環
境

技
術
の
展
示
な
ど

【
地
域
循
環
圏
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
】

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
木
）
午
後

▼
ど
こ
で　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形

▼
内
容　

地
域
連
携
型
循
環
の
重

要
性
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
や
関

心
を
高
め
、
そ
の
優
位
性
を
全
国

に
発
信
し
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
も
っ
た
い
な
い
や

ま
が
た
７
８
０
大
会
、
環
境
映
画

上
映
会
も
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

で
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
循
環
型

社
会
推
進
課
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
３
２
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
考
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
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（
山
形
市
）

▼
講
演

○
テ
ー
マ
「
経
営
戦
略
と
し
て
の

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

○
講
師　

渥
美
由
喜
さ
ん
（
株
式

　

会
社
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所

　

主
任
研
究
員
）

▼
事
例
発
表
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
山
形
カ
シ
オ
株
式
会
社

▼
対
象　

事
業
主
、
従
業
員
、
関

心
の
あ
る
か
た（
先
着
１
０
０
人
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

雇
用
労
政
課
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
３
７
８
）

米
沢
女
子
短
期
大
学
総
合
教
養

講
座
�
一
般
公
開
�

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
木
）
か
ら

平
成
21
年
１
月
22
日
（
木
）
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

午
後
２
時
40
分

〜
４
時
10
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
女
子
短
期
大
学

Ｃ

－

２
０
１
教
室

▼
講
座
内
容　

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.yone.ac.jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
締
め
切
り　

希
望
す
る
講
義
日

の
前
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
沢
女

子
短
期
大
学
教
務
学
生
課
（
☎
０

２
３
８

－

22

－

７
３
３
０
）

�
�
�
�
塾
公
開
講
座

自
己
表
現
�
�
�
�

　

自
分
の
気
持
ち
や
意
見
を
率
直
、

対
等
に
表
現
し
、
大
切
な
人
と
ハ

ッ
ピ
ー
な
関
係
を
続
け
た
い
か
た

必
見
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

遊
学
館
３
階
第
１
研

修
室

▼
講
師　

中
野
満
知
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
事
務
局
長
）

▼
対
象　

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

か
た
（
60
人
）

▼
託
児　

10
人
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
チ
ェ

リ
ア
（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７

７
５
１
）

口
腔
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

は
ぎ
苑

▼
演
題
「
食
支
援
に
つ
な
が
る
口

腔
ケ
ア
」
〜
い
つ
ま
で
も
口
か
ら

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

▼
講
師　

伊
藤
真
知
子
さ
ん
（
ラ

イ
オ
ン
株
式
会
社
専
属
歯
科
衛
生

＊
取
得
見
込
み
の
か
た
も
含
み
ま

　

す
。

②
普
通
免
許
証

▼
申
込
期
間　

10
月
14
日
（
火
）

〜
11
月
14
日
（
金
）

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
上
記
の
期
間
中
に
要
綱
を
受
け

取
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

あ
ら
と

保
育
園
事
務
室
（
☎
85

－

３
１
６

０
）

社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
人
員　

若
干
名

▼
採
用
時
期　

平
成
21
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格

(1)
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

①
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
か
た

　

（
平
成
21
年
３
月
31
日
卒
業
見

　

込
可
）

②
福
祉
関
係
の
専
門
学
校
を
卒
業

　

し
た
か
た
（
同
右
）

③
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

　

か
た
（
受
験
資
格
者
含
む
）

(2)
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

（
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
可
）

▼
職
務
内
容　

社
会
福
祉
事
業
の

企
画
・
実
施
及
び
情
報
の
処
理
、

募　集

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
会
�
職
員

�
募
集
�
�
�
�
平
成
20
年
度

採
用
試
験
�

▼
職
種　

保
育
士
・
調
理
師
（
各

正
職
員
及
び
臨
時
職
員
）

▼
募
集
人
数　

ど
ち
ら
も
若
干
名

▼
資
格
等

①
保
育
士
・
調
理
師
免
許

士
）

＊
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

　

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

斎
藤
歯
科
医
院

（
☎
88

－

１
８
２
７
）

山
形
聾
学
校
学
校
公
開

�
�
�
学
校
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

11
月
13
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
聾
学
校
（
山
形

市
）

▼
内
容　

聴
覚
障
が
い
、
聴
覚
障

が
い
教
育
に
つ
い
て
の
研
修
会
と

授
業
参
観

▼
締
め
切
り　

11
月
７
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

立
山
形
聾
学
校
（
☎
０
２
３

－

６

８
８

－

２
３
１
６
）
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ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

労
災
保
険
�
�
�
�
�
気
軽
�

�
相
談
�
�
�
�

　

労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
厚

生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、
労
働

災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
負
わ

れ
た
か
た
や
、
遺
族
と
な
ら
れ
た

か
た
な
ど
、
労
災
年
金
受
給
者
の

か
た
が
抱
え
て
い
る
「
介
護
・
健

康
・
福
祉
」
の
問
題
解
決
の
手
助

け
を
行
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
労
者
・
事
業
主
な
ど

に
対
し
て
、
労
災
保
険
、
仕
事
の

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
健
康

問
題
、
過
労
死
、
精
神
障
害
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
は
無
料

で
す
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ　

山

形
労
災
年
金
相
談
所
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

５
３
８
４
）

大
切
�
人
�
自
死
�
亡
�
�
�
�

�
�
��
相
談
会
�
�
知
�
�
�

　

愛
す
る
人
を
自
死
で
失
っ
た
と

き
、
残
さ
れ
た
人
は
深
い
悲
し
み

を
抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
に
お

そ
わ
れ
ま
す
。

　

「
事
実
を
話
せ
な
い
」「
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
」
な
ど
の
思
い
を

抱
え
て
い
る
か
た
の
た
め
の
相
談

おしらせ

会
で
す
。

▼
期
日　

10
月
14
日
、
11
月
11
日
、

12
月
９
日
、
１
月
13
日
、
２
月
10

日
、
３
月
10
日
（
各
火
曜
日
）

▼
時
間　

午
前
10
時
15
分
〜
午
後

２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
県
精
神
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
内
容　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

▼
申
込
方
法　

予
約
制
で
す
。
お

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

費
用
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７
）

10
月
�
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
�
�

【
臓
器
移
植
セ
ミ
ナ
ー
】

▼
い
つ　

11
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３

階
山
形
市
保
健
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室【
出
前
講
座
】

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
知
識
の
普

及
と
命
の
大
切
さ
を
お
伝
え
す
る

お
話
会
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
講
師　

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
元
看
護
師
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
腎
等
臓

器
移
植
推
進
機
構
（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

１
０
６
９
）

�
�
�
�
�
相
談
会

▼
い
つ　

11
月
８
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

か
ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ

ー
（
米
沢
市
東
）

▼
内
容　

精
神
科
医
師
、
保
健
所

職
員
な
ど
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
地
域
保
険
予
防
課
（
☎
０
２

３
８

－

22

－

３
０
１
５
）

10
月
�
不
法
投
棄
�
�
�
�
�

強
化
月
間
�
�

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
（
常

時
開
設
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

▼
各
市
町
不
法
投
棄
窓
口

☎
85

－

６
１
３
１
（
町
民
税
務
課

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
（
置
賜
総

合
支
庁
環
境
課
内
・
☎
０
２
３
８

－

26

－
６
０
３
４
）

平
成
20
年
度
登
記
相
談
日

　

山
形
地
方
法
務
局
で
は
、
長
井

支
局
の
統
合
に
伴
い
、
毎
月
登
記

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日　

10
月
23
日
、
11
月
27

日
、
12
月
25
日
、
１
月
29
日
、
２

月
26
日
、
３
月
26
日（
各
木
曜
日
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

長
井
市
役
所
市
民
相
談
室

▼
相
談
内
容　

所
有
権
移
転
の
登

記
、
会
社
関
係
の
登
記
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
く

一
般
事
務
な
ど

▼
募
集
期
間　

10
月
１
日
（
水
）

〜
11
月
14
日
（
金
）

▼
試
験
日
・
内
容

①
第
１
次　

11
月
24
日
（
月
）

・
教
養
試
験
、
専
門
試
験

②
第
２
次　

12
月
８
日
（
月
）

・
論
文
、
面
接
、
性
格
検
査

▼
試
験
会
場　

山
形
県
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
）

■
受
験
案
内
請
求
・
申
込
・
問
い

合
わ
せ
は
、
山
形
県
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
企
画
部
（
☎
０
２
３

－

６
２
２

－

５
８
０
５
）
ま
で
。

河
川
�
支
障
木
�
利
用
�
�
�
�
�

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支

障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
協
力
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県
が
指
定

す
る
条
件
悪
地
で
の
支
障
木
伐
採

利
用
は
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

自
ら
支
障
木
を
利
用
す

る
か
た（
団
体
・
企
業
な
ど
を
含
む
）

▼
対
象
と
な
る
河
川　

県
が
管
理

す
る
河
川

▼
締
め
切
り　

10
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
維
持
調
査
担

当
（
☎
88

－
８
２
３
３
）
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�
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡

�
�
�
�
�
�
存
�
�
�
�
�

　

仕
事
を
も
つ
妊
産
婦
の
か
た
が
、

主
治
医
な
ど
か
ら
通
勤
緩
和
や
勤

務
時
間
短
縮
な
ど
の
指
導
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
指
導
内
容
を
事
業

主
に
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

▼
女
性
労
働
者
か
ら
こ
の
カ
ー
ド

の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
主

は
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に
応
じ
た

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

▼
平
成
19
年
４
月
か
ら
の
改
正
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
女
性

労
働
者
が
母
性
健
康
管
理
の
措
置

を
申
し
出
た
り
、
受
け
た
こ
と
を

理
由
と
し
た
解
雇
や
不
利
益
取
扱

い
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
雇

用
均
等
室
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
８
）

国
�
教
育
�
�
�

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
・

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
利
用
で
き
る
か
た　

対
象
と
な

る
学
校
に
入
学
・
在
学
す
る
か
た

の
保
護
者
で
、
子
ど
も
が
１
人
の

場
合
、
年
間
収
入
７
９
０
万
円
以

内
の
給
与
所
得
者
（
子
ど
も
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
、
年
間
収
入
７

９
０
万
円
に
１
０
０
万
円
を
加
算

し
た
金
額
以
内
と
な
り
ま
す
）

＊
事
業
所
得
者
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
あ

た
り
２
０
０
万
円
以
内

▼
利
率　

年
２
・
６
５
％
（
平
成

20
年
７
月
10
日
現
在
）

▼
返
済
期
間　

10
年
以
内
（
母
子

家
庭
・
交
通
遺
児
家
庭
の
か
た
は

１
年
の
延
長
が
可
能
）

▼
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ

ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

▼
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済▼
保
証　

財
団
法
人
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金
（
ま
た
は
連
帯
保
証

人
１
人
以
上
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５

７
０

－

０
０
８
６
５
６
）
ま
た
は

☎
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ

　町では、65歳以上のかたと、満60歳から満64歳までの心臓・腎臓などに障がい
があるかたの希望者に、インフルエンザ予防接種を行います。

①対象者　　
　○白鷹町に住所がある満65歳以上（接種日現在）で接種を希望するかた
　○満60～満64歳で心臓・腎臓などに障がいのあるかた（身体障害者手帳１級程
　　度）で接種を希望するかた 
②申込方法　希望する医療機関にご相談ください。
③接種医療機関と期間・料金

＊接種回数　１回

■問い合わせ　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）

実施医療機関 接種料金 自己負担額 町助成額

白鷹町内、長井市内（公立置賜長井病院を含む）の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　平成20 年10 月15 日から平成21 年１月31 日まで
3,000 円 2,000 円

1,000 円

公立置賜総合病院

○対象者：現在、外来や入院で治療中の患者さん

○実施期間（予約・接種）：

　平成20 年11 月１日から12 月28 日まで

○申込方法：

　診察時、主治医に申し出て予約してください。

　（予防接種だけのかたは対象外になります）

3,000 円 2,000 円

上記以外の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　　平成20 年10 月15 日から平成21 年１月31 日まで

医療機関が所

属する市町村

の額

接種料金より

町助成額を差

し引いた額
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

鮎　貝 江口 正　義 賢
けん

　斗
と

紅　音

箕和田 今 隆　広 音
ね

　々
ね

有　華

畔　藤 渋谷 秀　行 光
こう

　星
せい

実和子

畔　藤 飯澤 隆　文 銀
ぎん

　二
じ

久美子

荒砥乙 中嶋 健　一 佑
ゆう

　飛
ひ

真紀子

鮎　貝 後藤 元 真
ま

　優
ゆ

陽　子

滝　野 齋藤 真　司 真
ま

　夕
ゆ

直　美

深　山 　口 洋一郎 琥
こ

　珀
はく

真由美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（新　野　水　也　　荒砥乙
横　山　美　雪　　荒砥甲

（今　野　敏由紀　　荒砥乙
平　井　ひとみ　　長井市

（小　林　和　人　　横田尻
斉　藤　千　弘　　山形市

（松　林　智　樹　　米沢市
小　口　ひとみ　　箕和田

（梅　津　卓　也　　飯豊町
小　口　綾　乃　　荒砥乙

（佐　藤　　充　　　高　玉
髙　橋　里　実　　長井市

 住所　　  氏　　名  　年齢
鮎　貝　齋　藤　さ　か　90
中　山　大　滝　春　代　78
萩　野　清　野　義　明　49
畔　藤　　　原　　正　　86
高　岡　安　部　やちよ　83
十　王　橋　本　と　も　95
荒砥乙　黒　澤　裕　治　59
畔　藤　中　村　孝　雄　59
高　玉　長谷部　い　せ　83
山　口　岸　　　ま　さ　84
下　山　奥　山　　肇　　84
十　王　大　滝　秀　昭　58
横田尻　小　林　ヤチヨ　89
広　野　新　野　　　ゑ　80
十　王　原　田　秀　雄　84
浅　立　湯　澤　絹　子　81
畔　藤　佐　藤　ミ　チ　73
畔　藤　菅　原　ヨ　　　87

●9月1日 ▼9月30日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

10
月
、
秋
の
気
配
が
一
段
と
強
ま

っ
て
き
た
。

　

朝
も
や
の
漂
う
街
の
中
を
歩
い
て

役
場
へ
と
向
か
う
。
鼻
か
ら
頬
、
頬

か
ら
耳
に
伝
う
空
気
は
、
一
日
一
日
、

冷
た
く
、
よ
り
透
き
通
っ
て
い
く
。

見
渡
せ
ば
淡
い
霧
に
浮
か
ぶ
西
山
。

な
ん
と
も
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
る
。

す
れ
違
う
人
び
と
と
交
わ
す
あ
い
さ

つ
も
、
電
線
の
鳥
の
さ
え
ず
り
も
、

ど
こ
か
繊
細
で
、
ふ
わ
っ
と
体
を
包

む
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。

　

先
般
、
あ
る
新
聞
紙
上
に
「
幸
福

観
」
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
の
結
果

が
出
て
い
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙

げ
て
み
る
。

○
幸
福
の
条
件
は
、
１
位
「
健
康
」、

　

２
位
「
家
庭
」、３
位
「
友
人
」

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
重
視
す

　

る
の
は
「
物
の
豊
か
さ
」
７
％
と

　

「
心
の
豊
か
さ
」
75
％

○
幸
せ
の
意
識
は
「
何
も
悪
い
こ
と

　

が
起
こ
ら
な
い
」
68
％
、「
何
か
良

　

い
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
」
29
％
。

　

こ
こ
か
ら
見
え
る
日
本
人
の
幸
せ

観
に
つ
い
て
。
意
外
に
も
「
物
の
豊

か
さ
」
を
求
め
て
い
る
人
は
少
な
い
。

「
心
の
豊
か
さ
」
そ
れ
を
支
え
る
の

は
、
幸
せ
な
家
庭
生
活
や
良
い
友
人

を
持
っ
た
り
、
人
び
と
と
仲
良
く
暮

ら
す
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
健

康
で
あ
る
と
い
う
。

　

そ
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
僧
侶

で
作
家
の
玄げ

ん
ゆ
う侑

宗そ
う

久き
ゅ
う

さ
ん
は
、
幸
福

を
「
ひ
と
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
我

を
忘
れ
て
取
り
組
む
こ
と
」
と
言
っ

て
い
た
。

　

あ
る
人
は
、
経
済
的
に
豊
か
で
あ

れ
ば
幸
せ
を
感
じ
る
と
言
う
か
も
知

れ
な
い
。
働
き
盛
り
の
若
者
な
ど
は
、

何
か
一
つ
で
も
向
上
し
た
い
、
成
功

し
た
い
と
い
う
こ
と
に
、
求
め
る
幸

せ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

わ
た
し
の
幸
せ
観
は
と
い
う
と
、

何
か
目
標
を
持
ち
、
生
き
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
毎
日
で
な
く
て
も

い
い
か
ら
、
些
細
な
こ
と
で
も
一
つ

の
目
標
を
持
ち
、
仕
事
な
ど
に
取
り

組
み
、
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
日
々

生
き
る
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、「
フ
ゥ
」
と
心
の
休
ま

る
と
き
も
持
て
る
こ
と
。
そ
れ
が
心

の
満
足
感
に
つ
な
が
り
、
幸
福
感
を

持
つ
の
だ
と
思
う
。

　

幸
福
観
は
、
一
人
ひ
と
り
、
年
代

や
環
境
に
よ
っ
て
も
大
き
く
違
う
。

し
か
し
、
根
本
に
あ
る
の
は
健
康
や

家
庭
、
友
人
な
ど
心
の
支
え
と
な
る

も
の
。

　

今
の
日
本
社
会
は
競
争
社
会
過
ぎ

る
し
、
ま
た
「
人
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
意
識
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
の
一
人
ひ

と
り
の
幸
せ
を
達
成
す
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
、
基
盤
整
備
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
産
業
振
興
や
福
祉
、
教

育
、
文
化
振
興
な
ど
、
町
民
の
か
た

が
た
の
幸
せ
づ
く
り
に
ど
う
影
響
を

与
え
る
か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
、

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
世
論
調
査
に
よ
る
と
「
平

穏
無
事
が
一
番
だ
」
と
人
び
と
が
望

ん
で
い
る
。
住
む
人
び
と
が
そ
う
感

じ
ら
れ
る
安
心
で
安
全
な
白
鷹
町
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
町
に
求
め
ら

れ
る
使
命
で
も
あ
ろ
う
。

　

何
げ
な
い
秋
の
朝
の
町
並
み
、
風

景
。
幸
せ
の
一
端
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
今
日
も
一
日
が
始
ま
る
。
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�
幸�

福�

観
�

�
�
白
鷹
�
大
会
�
出
�
�
�
�
�
�
�

今
�
�
�
�
�
�
�
�
10
年
�
�
�
再

会
�
�
友
達
�
言
�
�
�
�

�

�
�

大
会

4

4

�
東
北
学
生
駅
伝
�
�
今
年
�
開

催
�
�
�
多
�
学
生
�
稲
穂
揺
�
�
白

鷹
路
�
走
�
�
�
�
�
力
�
�
�
�
走

�
選
手
�
�
�
無
線
�
指
示
�
出
�
選

手
�
帰
�
�
待
�
監
督
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